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2026 年 5 月 15 日 

株式会社三菱UFJフィナンシャル・グループ 

（コード番号 8306） 

 

自己株式取得に係る事項の決定に関するお知らせ 

（会社法第 459条第 1項第 1号の規定による定款の定めに基づく 

同法第 156条第 1項の規定による自己株式の取得） 

 

 

株式会社三菱 UFJ フィナンシャル･グループ（代表執行役社長 半沢
はんざわ

 淳一
じゅんいち

）は、本日開催の取締

役会において、会社法第 459 条第 1 項第 1 号の規定による当社定款第 44 条の定めに基づく同法第

156 条第 1 項の規定により、自己株式を取得することを決定いたしました。 

 

1. 自己株式の取得を行う理由 

当社は、資本の健全性や成長のための投資との最適なバランスを検討した上で、配当を基本と

して株主還元の充実に努める方針としております。 

自己株式取得は、資本効率の向上に資する株主還元策として、業績・資本の状況、成長投資の

機会、株価を含む市場環境を考慮しながら機動的に実施することを基本方針としています。 

 

2. 取得に係る事項の内容 

(1)  取得する株式の種類 当社普通株式 

(2)  取得する株式の総数 45 百万株（上限） 

（発行済株式総数（自己株式を除く）に対する割合 0.40%） 

(3)  取得価額の総額 1,000 億円（上限） 

(4)  取得期間*1 2026 年 5 月 18 日～2026 年 6 月 30 日 

(5)  取得方法 東京証券取引所における市場買付 

 

（ご参考）2026 年 3 月 31 日時点の自己株式の保有状況 

発行済株式総数（自己株式を除く） 11,310,763,482 株 

自己株式数 556,947,438 株 
 

*1. 約定ベースで記載しております 

以 上 

 

本資料には、当社または当社グループの業績、財政状態に関する予想、見通しなどの将来に関する記述が含まれて

います。かかる記述は、現時点における予測、認識、評価等を基礎として記述されています。また、将来の予想、

見通しなどを作成するためには、一定の前提（仮定）を使用しています。これらの記述ないし前提（仮定）は、そ

の性質上、将来そのとおりに実現するという保証はなく、客観的には不正確であったり、実際の結果と大きく乖離

したりする可能性があります。そのような事態の原因となりうる不確実性やリスク要因は多数あります。その内、

現時点において想定し得る主な事項については、最新の決算短信、有価証券報告書、ディスクロージャー誌、Annual 
Report をはじめとした当社の公表済の各種資料をご参照下さい。 


